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( 1 ) 台杉作業というのは台株作業と同義なので以下台株という表現を用い
る。
( 2 ) 京都府山林会 「京都府山林誌J 明治42.年 p166よn
( 3 ) 向上書 p167より
1 6 
( 4) JI p167J:9 
( 5 ) JI p16}より
( 6 ) J p167より
( 7 ) J p170J:n 
(8 ) J p170より



















明 l仕-2日 227 
明 21-25 110 
明 26-3日 Z34 
明 31--35 149 
明 36-. -10 226 
明但吋5 265 
大正 2--5① 564 
大 6-10 640 
大 11--15 @ 103 
毘荊 2-5 @ 156 
国 ト l日@ 5!19 
太 タ Jレ キ 生
金額 金頚% 本数 金額 金額% 駄数
q ? 1i45 ? ? 
86 36 521 48 20 
67 47 1i4!l 37 26 
201 10 325 18 4 
326 31 1045 2日E 32 
416 44 2103 Z!ll 39 
紅6 53 1558 241 31 
5Z4 34 275Z 85!1 57 
? ? 2135 ? q 
1139 位 2347 12!i2 47 
322 3Z !l51 395 ー39
937 46 120i 872 43 


















金額 金調% 材置 金額 金翠1%
? q q ? 
107 44 一 一
24 17 14 10 
34 8 明 35日 78 
57 g 記 187 29 
ロ1 16 な 7 l 
129 16 し 一 一
135 ー 一
q q ? ? 
286 1 一 一
Z99 29 一 一
Z15 1 一 一












































a 0.41国 伐採年 明日 1620 27 3日 3 36 39 4z大 l 5 6 10 昭1
伎説本数 125 108 5 2日 15 10 1日107 l 6 75 58 50 4u日(皆曲
b 0.21国 伎訴年 明13 ? 27 3日 3 36 J宮 41大 E岡 4 8 1 14 18 21 z2 
伐揖本数 n ? 15 28 12 1 8 12 30 1日 65 25 46 121 21 377 (皆覗9
c o.日田 伐昨年 明1420 21 26 31 34 37 40大 5回 2 3 1 
伐揖走致 4S 121 65 30 7 76 45 ? 市2日 31 30出(苦悩
d 日.3ha 伎訴年 明 3 ? 1 14 .17 2日 ? 31 38 41 4 ?大 5 E 7周 810 























丸 太 {うち台設) タ Jレ キ ヒ ノ キ スギ用材 マ 、y 雑 木
年度 百酪M % (ii'i'盟加) 置誼M % 藍酪ha % 面蹟M % 直面M % ITn誼h % 
田清茂子F 7.51 8.6 (<¥.10) 6.67 7.6 12.38 14.2 6.47 7.4 37.19 42.6 16.98 19.5 
10 15.32 15.4 (3.4日) 8.57 8.1 13.5(1 13.6 6.57 6.7 41.26 41.7 13.74 13.9 
15 17.42 17.9 (2.20) 7.97 8.2 13.80 1~.2 6.07 6.3 41.2& 42.5 1O .5~ 10.9 
25 15.01 2日.8 (2.20) 7.97 11.1 8.30 11.5 1.邸 2.6 27.96 38.8 10.94 15.2 
3日 15.01 包.6 (1.90) 7.97 11.3 7.88 11.1 1.28 1.8 27.48 38.8 10.14 1~.3 
35 18.11 24.7 (1.50) 7.47 10.2 11.81 16.1 1.28 1.7 29.73 4日.5 4.S6 6.8 
40 20.57 25.7 (0.50) 7.65 日.5 14.JS 17.9 5.日B 6.3 28.23 35.3 4.33 5.4 
45 23.96 3日.3 {一) 3.95 5.日 14.85 18.8 5.08 5.~ 28.23 35.6 3.14 4‘日







































明26--30 336 241 
31...35 2日 266 
新
35-ー40 191 包3
41--15 342 354 
谷 大 2..5 231 J40 
6...1日 815 196日
11-15 311 718 
ま 回 2..5 相日 811 
&--1日 5臥 812 
明25-3日 497 316 
31-35 194 131 
福
J6-、-40 215 177 
41--15 15日 133 
岡 大 2..5 111 146 
&--10 455 868 
1...15 218 459 
家



































































生 駄 一般用材 合 計
駄数 金額 金頭% 材誼 金書1金額% 合計額 % 
169 34 g 57 14 395 1日
232 61 U 81 15 532 J/ 
58 35 4 J82 41 816 J/ 
98 9 10 1Hi ロ 1002 J 
ー 一 一 214 28 996 J 
lJ3 304 g 5~ 2 3359 J 
z 一 一 912 J5 25日1 J 
Jl 49 z 983 位 2338 J/ 
58 54 z 664 23 29日4 JI 
M 4 1 28 7 393 10日
101 6J 26 21 12 241 1 
34 21 a 一 ー 244 1 
邸 58 14 182 38 477 1 
7日 55 17 ー 一 330 1 
76 170 1 95 16日3 JI 
72 132 14 45 5 936 1 
28 44 4 29 3 1062 1 















































債 1-5) 新谷ま丸太林分面誼の推移 債 1-6) 福岡まの労働力雇用状況
丸式一斉林 大式台株林 対オヰ醤f
年度 E間国 % 直商担 % 直蹟ba % 
田和芳年 1.27 50 1.27 50 2.54 100 
10 2.85 74 1.02 26 3.87 " 
15 4.25 82 0.92 18 5.17 " 
25 (.75 84 0.04 16 5.67 " 
30 6.23 99 0.04 6.27 " 
35 10.11 100 一 。10.15 " 
40 11.68 " 一 11.68 " 
45 13.63 " 一 13.63 " 





イ 63伊 i!回 817 4.5 ロ 37 ノ、 21 7 
l 一 ーホ l l 一 一'" 一 一一 一
すヌ l(生〕 一 一if匙) 一ー 一)1〆 ー 一(2〉 一 1 ーー 一ー
ヨタ ー 1 一ー 一
レ 一 一 0.5 
ッy 一ー 一 20 


























時期 岩弁護 新谷車 福司家
明26~30 1.39 0.73 0.64 
31~35 2.79 1.3 0.68 
36~40 1.84 1.17 0.82 
U~45 1.98 1.03 0.89 
大 2-5 ? 1.47 0.85 
B~IO 1.79 2.24 1.90 
11-15 3.13 2.31 2.11 
聞 2~ 5 6.01 2.02 2.78 



















一斉文式# タルキ林 ヒノキ林 スギ用材林 マツ林 雑木林 合
年度 面商凶 % E誼h % E蹟ha % E誼ba % 百田ha % E跡 a % E蹟h
田和芳年 0.88 8.0 2.72 22.1 0.87 7‘1 ー ー 7.81 81.9 0.(2 3.4 12.3 
10 0.89 7.2 3.02 24.S 1.08 8.8 一 一 7.:1 59.4 一 ー " 
15 0.89 7.2 3.02 24.S 1.08 8.8 ー ー 7.31 59.4 ー 一 " 
25 0.99 8.0 3.02 24..S 2.15 17.5 一 一 3.89 31.8 2.25 18.3 " 
30 1.51 12.3 3.02 24.S 2.89 23.5 ー ー 4.88 33.7 一 ー " 
回 I.S2 13.2 2.91 23.7 2.89 23.5 一 一 4.88 39.7 一 一 " 
40 3.39 27.8 1.14 9.3 2.89 23.5 一 一 4.88 33.7 ー 一 ， H 
45 4.23 31.7 0.80 4.5 3.01 22.5 日.38 2.8 4.88 3S.S 0.25 1.9 13.35 















( 1 ) 岩井家の労働者(故永峰蒸吉氏)より間取り
( 2 ) 中川北山町森下久治家の記録による

















































草.. 萱 井 家 福 岡 ま
業者No 業 者 名 販売回数 尭芸iNO 業 者 名 販売回数 業者No 提 者 名 販売国数
1 西 太吉 3 1 西 太吉 1 17 寅本 藤助 3 
2 森本喜三郎 z 2 森本喜三郎 l 18 中川儀兵衛 2 
3 吉川| 業吉 5 3 吉川l 栄吉 2 19 三木元 佐 l 
4 田尻亀之介 1 4 国民亀之介 1 2.0 中田 車 1 
5 明石 F陪補 z 5 明石 F再調 1 2.1 高畑喜之助 1 
6 前田丑土助 2 8 前田丑之助 1 2.2. 清水 亀吉 1 
7 福井禁止1$ 1 7 福井累次郎 1 2.3 森 正吉 1 
8 草津吉部兵窃 2 2.4 前峰三左z門 1 
9 l' 山中政右エ門 3 2.5 平松勝治郎 1 
10 橋本 在r七 1 2.6 吉田治郎鞠 1 
11 高下岩故l!s l 2.7 議 華日 1 
12. 永蝿 寅吉 1 2.8 川商 情七 2 
13 井上 岩吉 1 2.9 川岡 長吉 1 
14 前田権右z門 1 30 樟証郎右門 1 
15 寅本又兵衛 1 31 福司 士吉 2 
























， 明拍27 明拍28 明治29 明拍30 明拍31 明治'32合計
丈 60 440 3日l 105 78 17 1001 
丈しほ 一 一 g 一 一 10 
2間 3 剖 62 19 2 7 177 
2田陣 一 32 8 3 一 2 4.5 
3間 一 41 6 一 一 一 47 
3間半 一 4 一 一 ー ー 4 
4陪u;l上 一 3 一 一 ー ー 3 
夫品泣コk 一 一 一 1351 964 199 2514 j 




仕入舟{口 仕入先名 主な仕入品目 仕ス舟10 仕入先名
1 西 太吉 タJレキ
3 吉川 栄吉 1国民式
5 明石 卯兵衛 丈夫式
9 山中 政右エ門 丈・長尺克式
13 井上 岩吉 丈シポ
14 前田 権右z門 長R克式.7!J:rJ
18 中川 憧兵衛 2目出式
20 中田 源 丈・長尺夫式
24 封車 三左ェ門 丈・長R克式
26 吉田 拍良時補 劫式
28 川掴 消七 対式
31 福司 士吉 丈・長尺克式
32 掴珂 z日kτEt2 丈・長R夫式
33 藤岡 長田!!s タJレキ
34 中西 又助 対式
35 吉田 辰之助 女タルキ
36 中国 升 タルキ
37 福司 カメ タJレキ
38 西山 辰之崩 丈・長尺夫式
39 橋本 久六 タJレキ
40 岩井 吉右ェ門 食タJレキ
41 語調 新之悉 大タJレキ
42 WJ;主 治E陪ェ門 タJレキ
43 傷事D辻井桟之柔 丈.2悶悼式





























地域名 買付克式湾設 買付額 平均立木単価
中JI! 658本 1021円 1.56円
小野・大諜 669本 311円 0.46円
高雄 205本 150円 0.73円

































































型品種 明治30 明治31 製品誼
丈
売上本意 42日本 782本 克上本敢
IJ 高 37.田円 4日2.倒円 1 高
丸
単価 0.90円 日.51円 単価IJ 1 
太
J/ 民淳 39.5 % 43.1 % /1 民淳
主と本数 21 25 菟上本設
J/ 高 223.05 54.9 IJ 高
J/ 単価 l日.6日 2.11 Jl 単価
J H淳 23.4 5.9 J 比三区
日 売上本重量 73 137 完上木監一
J 高 119.2 122.7 i J/ 高IJ 単価 1. 63 日.90 1 単価
J 民淳 12.5 13.1 H 民主事
一 克と本救 25 6 完土木誼
M 高 46.54 101.2 J 高
J/ 単価 1.86 1.53 J/ 単価
J 民主事 4.9 10.8 JI 民淳
克土木教 18 53 売上京数
高 52.7 108.2 
'て
可[U当r1 /1 J/ 
単価 2.日4
の
単価/1 2.93 lJ 
民主程 5.5 11.6 
他
民主事， H /J 
完土木数 l E 売上本数
高 16.13 
タ
高J 4.日 JI 
単価
Jレ
単価J 4.0 2.59 J1 




高 なし 4.0 
合
(丈夫式並茸}1 













































































( 1 ) 福岡家の林産物売上台帳より
(2 ) 表1-11に出てくる細野の西谷家は、表4-3の2の西谷家と同ーと
思われる























































































































( 1 ) 払伐とは北山地方では皆伐のことをさす
( 2 ) 農商務省山林局 「木材の工芸的利用」 明治45年 p158より
( 3 ) 中川地区に隣接する小野揮の山林所有者日下部大助氏(明治14年当時
150haの所有規模)の記録によると、 「天保年聞に中川村より白杉苗
， を5000本購入し急峻地ヘ土砂止めの目的をもって台株作りとした。一
反当り 250本植付けたo j とあり、明治14年の林産物販売の中で北山
丸太として 30日本計30円を売上げしている。
(4 ) 本吉瑠璃夫 「先進林業地帯の史的研究j p313より
( 5 ) 林業発達史調査会 r明治16年山林共進会報告書(履歴の部)j 
( r林業発達史資料印号』 昭和31年) p23より
( 6 ) 中川北山町西栄太郎氏よりの聞取り
3 8 





























































丸 太 タ jレ キ 生
時期 本数 金 額 金額% 木致 金 額 金調1%駄数 金 額
岡11--15 1291 1945円 36 3365 32凹円 61 142 186円
~6--20 680. ? ? 2072 q ? ? ? 
2l--25 2日01¥ 19.2万円 37 41¥10 27.5万円 53 1日4 1.1万円
26--30 1554 10 45 3856 123.5 .S日 ? 一
31--35 lJJ8 324 70 2742 65.1 14 一 一
36吋日 2081 576 82 3515 80.7 12 一 一
41--45 2lIZ 1548 7 2355 218 1 一 ー



















































































九 太 タ Jレ キ 生 駄 用 材
時期 本敬 企 額 全議1% 本数 金 甜 金額% 駄数 金 4翻 金額%金 額 金却%
昭Ll-15 897 2767円 65 975 918円 22 ゆ119 128円 3 4日2円 10 
16-20 500 342日 30 778 1206 1 間43 lZ2 6566 58 
21-25 30日 3.9万円 28 1423 4.8万円 35 一 』 ー 5.日万円 37 
26-3日同87 21.4 35 円。印 9.8 16 一 一 一 30 49 
31-35-時75 59 63 428 5.3 E 一 ー 一 3日 31 
36-40 山'400 1Il日 78 4日目 5.0 2 一 一 一 23 2日
41-45 4日 ? ? ワ- ? ? 。 ー ー 。 q 






































(表2-3) 岩井家林分構成変也 (田和元年→梶駒山年) 林分置踏出国
丸太 タルキ ヒノキ スギ用 マツ 雑木
記号 項 目 林分 林分 林分 材林分 林分 林分 合計
a 昭和元年→l日年の聞の噌加林分面積 7.81 1.S0 1.12 0.1日 4.日7-3.24 1l.1!i 
β この聞の買得による増加林分面誼 1.64 2.15 2.14 0.1日 4.5日 1.23 11.16 


















































































































































































































松を合わせて 6.5ha、丸太仕立林 5.0ha、タJレキ仕立林 6.0ha、丸太及びタ
Jレキ仕立の新植林 2.5ha、一世主用材林としての新植面積は1haである。そし

















収入の種類 収 入 額 支出の種類 支 出 額
， 
収
垂木 (1日日日本) J50，O凹円 韮 苗 費 Z2.，500円
主式(130本) 195，日00円 長E 育 費 205，45日円
入





































































































( 1 ) 京都府山林会 「竹と台杉」 大正15年 p62
(2 ) J J J p63 



















































































































誌で 明治 明拍 大正 田和 昭和 昭和 昭和以前 元.~19 2.0-2.9 30~39 40 .. 末記入 合計
1 人 l 3 3 7 
2 人 1 1 l 3 z 1 9 
3 人 3 1 2 4 10 
4....9人 l z 1 l z 3 1 1 1 
10....19人 1 3 1 1 2 8 
20入品L上 1 1 1 3 
末記入 1 1 
合計 o 3 3 z 9 10 13 9 49 




























































































































































( 1 ) 中川北山町西栄太郎氏よりの間取り
( 2 ) 末吉瑠璃夫 「山国スギに関する研究 L IIJ 
京都府立大学農学部損習林報告 No12，13 昭和44年参照





































































































































































































( 1 ) 西政商庖売上帳より
( 2 ) J 









( 5 ) 住(4)参照
( 6 ) 新建築昭和住宅史11月号臨時増刊(1976) p23所収
横山正 「住宅の50年」より
( 7 ) 昭和30年志賀直哉邸 設計谷口吉郎
昭和33年梅原龍三郎邸 設計吉田五十八
昭和35年水谷八重子邸 J 
(8 )~昭和39年京都岡崎つる家 J 
( 9) 昭和34年京都都ホテル佳水園 設計村野藤吾







(13) IJ JI p24より
(14) 半田良一‘森田学 『日本林業の進路をさぐる」 p17より
(15) JI J p17より








































































































































































































































































































( 1 ) 中川北山町中仁銘木庄岡本忠雄より聞取り
( 2 ) 中川地区の大手並びに中規模加工業者よりの聞取り










( 5 ) 前掲書 「日本林業の進路をさぐるJ p214参照
( 6 ) 1 1 P 199 JI 
(7 ) J 1 p210 1 
8 3 
( 8 ) J J p213の図3-2-6参照





































































































































































































































問屋名 出自 成司立年 主な服売先
石川 輸送業 時前40寄唄 中国・四国
山政 丸式加工業 陸前45年 全国各地
同情 勤 務 昭和49年 九 州
中西 は琳胃補者 降雨40年尚梓 東京・大眠中心
宇都宮・新宿
加藤 " 昭和4昨代 東京・横浜








































































( 1 ) 第2章表2-7参照
( 2 ) 中川北山町森本喜治氏より間取り
同氏は本仕込及び用材伐出を専門とする労働者から丸太加工業へと
転身した者の一人である。
( 3 ) 中川北山町の山本語次郎家の場合はその典型的な例である。
(4) こうした事実は、京北町の山林所有者及び、中川の新規加工業者から
の間取りによって広く確認される。
( 5 ) 京都府商工会連合会 r京北町磨丸太産地の現況と課題」昭和54年 p14
( 6 ) 北桑田郡京北町山国新井銘木直より闇取り
(7 ) 北桑田郡京北町山国新井銘木庖より間取り
(8 ) 北墨田郡京北町細野上里昭六氏より間取り






































(;&4-1) 京北町林業経営アンケート集計 その① 〈単位戸・却
5也未満 S-20凶 20-501且 50-100凶 100haιlt. 計
解答者健散 114 (33) 117 (34) 69 (20) 24 ( 7) 19 ( 6) 343 (100) 
7 良 業 18 (lB) 16 (14) s (13) 4 (17) ( 6) 48 (l() 
林 イ宵 林 業 11 (10) 24 (21) 28 (38) 10 (43) 10 (56) 81 (24) 
ウ伐 出 菜 ( 1) 一 ( 0) 
家 エホ材霞苑・製材 5 ( 5) 4 ( 3) s (13) 2 ( 9) 2 (11) 包 ( 7) 
ォ・その他自営 11 (10) 1 (10) s ( 9) 一 ( S) 29 ( 9) 
の カ工場・事務所型商 28 (25) 19 (17) 10 (15) 2 ( 9) a (11) 62 (19) 
キ山林労働 10 ( 9) B ( 7) 2 ( 4) ( S) 2 ( 7) 
主 クその他日雇 4 ( 4) E ( 5) ( 1) 一 一 1 ( :1)
ケ無 取 4 ( 4) 4 ( 3) ( 1) (4) 一 10 ( :1)
梁 コモ の 他 19 (17) 包 (19) 3 ( 4) 4 (17) 一 一 48 ( 4) 
回 9宅4金. 散 110 (100) 115 (100) 68 (10日) 23 (100) 18 (1日目) 33t (100) 
アな し l( (13) 7 ( 7) ( 2) ( ') ( 6) 24 ( 8) 
イ 5%:未描 28 (26) 2C (23) 21 (33) s (39) 自 (44) 90 (28) 
ウ 5~6-10% 15 (14) 13 (13) 13 (21) 3 (13) 5 (28) 49 (16) 
エ 10~活-2日% 11> (15) 18 (17) 13 (21) 5 (包) 一 ー 52 (16) 
オ 20%.以上 35 (32) 42 (40) 15 (24) 5 (盟) 4 (22) 101 (認)
国 答 数 108 (100) 104 (10目) 関 (1日目) 23 (!日目) 18 (1日目) 31B (100) 
本調署貯企重量E 地鉢樹臨調査級官包 p192目 193より
堕 4-1) 京北町林業経営ア Y ケート集計 その@ 〈単位戸・悶
5ha~調 5-20ha 20-50凶 50-100ha 10日出品L上 計
解答者総数 m (33) 117 (34) 13 (初) 2( (7) 19 ( 6) 343 (100) 備考
ア用材短伐期 26 (23) 31 (29) 24 (お) 7 (3日) 7 (39) 98 (29) 
経
イ 用材長出回・使良材 2J (24) 30 (26) 26 (38) 1L (48) 10 (51) 104 (30) 
営
ウ唐丸太中心 52 (47) B' (日) 2J (39) 自 (39) 5 (28) 157 (47) 
抜虫
方
エ商産・観光 B ( 7) 2 ( 3) ( 3) 
巨躍一 一 一 一 10 針 49 
オその他 10 ( 9) 5 ( 4) ( 1) 一 ( 6) 17 ( 5) 
回 答 愈 1l (100) 11s (100) 凶 (100) 23 (10日) 18 (100) 回7 (100) 
ア周材主伐 2 2B 36 46 54 
イ用材間伐 14 E 7 16 14 
ウ趨丸太 58 48 32 25 19 
エモの他・銘木 2 2 2 
注1一
オ圏直fi':m~.!J4抑 14 B B 5 10 
回 答 数 85 悶 60 n 16 239 
l 年 20 (49) 10 (20) E (17) ( 7) 一 一 訂 (25) 
E 年 12 (29) 21 (U) E (17) 自 (43) 4 (u) 49 (担)
3 年 e (15) B (16) E (17) ( 7) ー ー 21 (14) 
4 年 一 4 ( 8) E (17) ( 7) 一 一 1 【7)
5 年 3 ( 7) E (]8) 12 (33) 5 (36) 5 (56) 33 (包)
回答 数 Ul (100) SI (100) 36 (100) 14 (100) s (00) 151 (100) 
注1 この頃出方法t士一例えほ用材主伐の按宇治電2~幅広崎
l用材宇佐1t.lB120%策鵡 120-40%14.0四 60%1 G日目的%180%以土偲X8戸+3慌X:1芦+S略X6戸+70%X :1戸+9ほX55声=62:





















































材事 丹市面山白林 材家 所直有蹟山林
No 材家名 所 在 地 間 考 No 林家名 所 在 地
l 日下部 21 ha 京都市4哩m 10 谷口m 82 1¥;i同T神吉
2 高宮 260 弓 白日 郵 便 局 1 1 谷口哲 70 細 野
官H
3 草木 250 山 国 12 由里 7日 県 田 製
考
材 業
4 西谷 243 細 野 幼稚.国経営 13 松崎 60 八木町神吉 丸.:;t.一民生産
5 石井 105 J/ i4 寸田 30 弓 自1長男会社員
6 村山 9日 !耳 山 15 野村 26 周 山
7 上野 目。 田 貰 16 小 )1 20 八三岡I仲吉
8 上回 型日 弓 自1長男木材業 17 吊珪 2日 日吉町天若 牛乳販売商
9 酉 日 山 国 事務雄会社 18 吉田 15 日吉町支若




??? ? ? 、 ，?? ? (5) (6) ??? (的 (9) (1日 (11) (12) (13) (14) (J5) 、?? ??〔
所山有井
所布人工林中の各品分面白
山林収入割合 丸山内林太以外の 拭~f-W}の伐儲採方木法敏 {勉制式の t立地木む丸t式阿太見の苦Jtl.早価合 丸ぷ;位:立 師丸剛事太主λ警今木 結 スギJ日材林ヒノキの4記特号定 大法，~ ヒノキ林スギ悶材林 収入容の l畠 kの仇王致1m の日銀 の恥合仰民 中心倒的 の 経営目懐芳阻 キ概名 E底 l悶 ha ha 丸太:桁九式:用材 間自家合 中心倒的加 (%) I (%) I (%) 
A. 目下部 272 
(持) (!?} d) 70:日:30 ヒノキ/111&中心 2.std--4日曲木 i室二詣27主 D.95~202% .4万円 i玉どり rmIDh則 62% 10% 60-7問主ヒ 50~70i娃 側延焼施主
A. 石井 105 (214 81 (~~日) d~) 68: 6:26 EIキ副主謀 可d~"': fo~集 1望二話娃 l日間五『 2玉どり J#lJ問 ? 28% 4BG1~zR5主m品F仁i~ 若令林 を持説鹿野、
A @ 松崎 E日 (207 ) (17) (~j) 63: 4:33 手事理器 可d~-': ~~~集 l皇羽詰 1.dfFh E型どり 剖S435 LO% 10日Z 5局、高炉F主 10・-~肘円主 収入の8日私宅丸太で
I@ 牧野返 J3 (~~) (35) d) 92:・0:8 委「L与τ吋 E簡-7曲木 20~lま2~戸一主 E.9~152% .0万円 i玉どり iii 43% 161 d間主1:31a ーーー 丸太の一貫生直
A~ 野村 26 5.5 (M 63: 8:29 与ノザ咋/u盟 l開~目白木 2日1宝34'匂Z生ー 1.3弔問 2玉どり 割i 初% Z時 501問主 ? をλ在晶悩-主(3al 
A' A， 谷口哲 70 (3IS 7) d) (司碍17t1日o:8d3E) スギkl悩柑伐 l簡-3自木 201苧 目.9~011巡.8万円 1:玉どり 戦針2前 74% 100% i腔緋?I12担 E日-70~性 酪関経院長寄










回% E時 1長正にiIeい ttJEに近い 1ft材と丸太2木立て




8: 9:83 スギ・ヒノギ拙 押l~-.: 品集 224l日玉午生 l ~。%li万円 1まどり 位 Ml1前 30~厄 16% 法正にiIeい 法正に近い 思蝶F媒密接‘?





山林収入割合 丸太以外の 丸二友の4魁書 伐採丸式の {魁担tニたの 実式4出
~p査入年 結 甥 ヒノキの スギ問材峠
材寂 克.:;t.#:ヒノキ林スギ用材林 山林収入の 方法 伐JUI 同沖割合 の目原 丸公司=* 帥F 'T心倒的 の
経世目顕
m担 記号 林家名 町田 hal ha ha 丸太:貯A式:問材 内容 弔問t姑拡散 1).'[木の宝数 立木丸太単価 販売朗年始 木創 自家 '1心倒的
ha (%) I (%) I (%) 合 割合
C. 西谷 243 (ii) (57 9) 
39: 4:57 スギ誠イ市此 間 30日集 加盟ユ下




(18) d~) 29: 1:70 スギ皆伐 *皆 130集 21室生 l~f澗 1玉どり ? 1001 38% 50~邑島u: E日今昔以上 用材生産と間伐丸太
D ‘ 草木 250 (.!j5 ml 
23:45:32 与もキJI在 n臓1百点主 21F Ol芯 l王どり S3日 1101 I日Z il鴇樫 il鴇堪 果時懇話li陶 t
D 
1.1万円 ? 
D. 高宮 26日 67 3: 11:86 スギ・ヒノキ智伐 ~u- 1曲木 Z1F 。?草加 l玉どり .， 100% 0% 1肝R色以下 30年生以下 暇纏えるために(17) 職前
E. 上限 E日 (ー} (ii) (3E8 日)




(10) ä~) 日:29:71 スギ智伐 一 一 1玉どり 理~ ?前 時 10% 法正に近い 2肘民主以下 用材生直中心
E E. 白星 70 ? 7 ? 23:日:77 スギ・ヒノキ剛l伐 ~~-括木 20-2射性 l~f胴 l宝どり ? 0% 10% ? ? 尺よ材生産1王
E. 寸回 3D E 5 5: 17:凶 スギ・ヒノ相J伐 唯 itZE 20-25~f!.主 日% i王どり 自i 100% 
40% 法正に近い 法正に.ilEい 用 材 生 産
(54) (45) 1玉 日.8万円




l蜘与陸1 21F 0% 1玉どり i11 
50% 100% 一 法正に近い m弔fEl~ tþ~で(l91 日.9万円
I~ 氾浪 20 d~)4 {2~j 1 dl] 10日:0: 0 一 JU 150集 15-:-ll{~主 日5唱 l宝どり 16% 4日Z i仁iE珪 一 表I-..Jf::九県宝・者
F 
l:E. 1.5-2.0万円 ]7 
F. 吉田 15 (5~) (I~) 10日:日:0 自-1白木 201主主 。% i星取り 一 日Z 100% lト-21J{~主 65鮮品u:等法中毛l':t1n産l.J万円 。
???，?、??? ?? ? ?? ?? ?? ? ??? ??? (7) (8) ????、 (10) (11) (12) (13) (14) (15) 
• ????、



































































































































































































































































































( 1 ) 京北町 「京北町長興計画』昭和56年 p22 




































(表4-4) 中川及びその周辺部の n 林経世
所:(-J人工林中の各林分面詰
庁山前林 山林収入割合 丸山太林 以外の 丸太の伐採方践ヰ同J 丸式林タルキ林スギ用材林 収入の
訂理 記号 キほ名 百世 I旧 l旧 tJキ i泊 丸太:タルキ:用材 内容 年nu&援本数
同 (%) I (%) I (%) 




Az m水 65 (27 7) d57 (lij3 叩:7:13 マツ皆伐 皆 9日日本 伐
B 8. 訴事踊 3 (5117 (IijI (3ij5 90:10:日 一 せ50-叩集
C :ω 松本 13 5.01 d56 (41jz E日:4日:0 一 鵬首捺柑蹴(5jj 
長句 谷口 35 (713 ) (21) 7 100:日:0 一 皆伐i日酔一間伐(ー)
D |鮎 回尻 35 (M) (-fjl (1ij日 100:日:0 一 皆品4E払伐












i?詐il詐 1.1讐 7Jjf'3 98% 数 Z ii11酒 10~Z2U0l阻50-叩 封醇賠品ヒノキ造林・
l室10F 1.ZIE『B4%.0万円 77% 251 fill璃 5品以上 管韓事官脚式}
3iゴ?持 1.i理l万円 74% m: 1111調 5日駐比u:. 長正識恥
27-2塑= 0.310~03% .0万円 100% 100% iil調 j司材盟L講主 語首脳若林1--2 
2iゴ宇 0.84~01% .5万円 制Z 60% ili調 q 首喋章生耐成制田25年生以下
2iゴ?持 Lト8Z%.0万円 邸Z 65% 器開 3'? 1阻 E見切草笛毒事品部h
28~l玉3日差問三













































































































































































D. Db ・・・・ a年~...・における晶官主収入
I=C+B-占F+V-dF
C. C2， C ただし C=τす+τ詐+…・→古F
(Cl=l年目 C2=2年目・・・・の費用)
I 1 :費用の現産価 C:上畠のとおり | 
I B:林地回路ここでl土推定時価を援用し l 
1回当り 5日0万円とする ! 




t民謡木 {島民木 主 伐 F同 伐
材寂 の の 自訴方式 全収入 柵此 漸伐 植説
記号 Hi如 樹齢 印1'1木故 立木 11.価 l民 入 立対三散 tl~阿m l民 入 回数 樹齢 密度
25仰木 品市 3.7万円 91687珂『 9768J1F9 
tjJ}1 
I市木 4S1f-皆 伐 26~U木 平均 2.8万円 7392万円 7392万円 5凹木|一A， 
26仰木 品低1.6万円 4224万円 4224万円
中JI
296U木 品I首3.1万円 9176万円 9116耳『
Hi木 351f-皆 位 2960木 平均 2.2万円 6512万円 一 一 一 65J2耳『 6U日日木B， 
29印木 l&:低1.1万円 3256万円 3256万円
以1 l市木 崎~ 自~白fド 1625木 品irfJし73万円 21日淵1 875木 2.17万円 1698.5万円 2611毛色6557:;明司 2回
281民主 6500木815木 2.17万円 1898.5万円
(表4-6) 伐 JUI 制収入の現在価の計算
材寂と Y叶 r
林分 Au 」1.U」PU Da 古F Db Db E c. B B v V x~..."+v [ . x-y GロE-I 世IJ 考l.Upb l.UpU l.OpU l.OpU 
lA 喝容I 日768 1672 1672 851.6 50日 85.6 282 48.3 1633.6 133.9 1499.1 + 172.3 JT事
平A1均 7392 [2日 1265 851. 6 500 85.6 282 48.3 1633.6 133.9 1499.7 -234.7 県高
lB~ 9L16 2325 2325 125.3 50U. 126.1 127.5 32.3 1352.8 160 1192.8 +1132.3 lT事
司ZBi句 6512 165日 1650 125.3 50U 126.7 127.5 32..3 1352.8 160 1192.8 + 451.2 里高
lC寄L 2761 851 t~s尉 685 t~a問 633 2169 928.7 500 154 145 401.1 1513.1 198.7 1315 + 794 lfi事
119 
と思われる 3等林分での立木単価を計算して、各林分のha当りの収入を計算す


































































































































































































( 1 ) 北区中川北山町の大手産地問屋加藤林産での間取りによる
( 2 ) 北区中川北山町北山丸太生産協同組合での間取りによる
， (昭和58年)
( 3 ) 北山丸太生産協同組合での間取りと、売上賢料による(田和田年)





















































































































































































































































































































































( 1 ) 京都大学農学部磨丸太研究グループ
「京都府を中心とした磨丸太林業の研究」 昭和52年
( 2 ) 京都大学農学部磨丸太研究グルーフ.
「低経群成長下における磨丸太の研究』 昭和57年




( 5 ) 坂本喜代蔵 叶七山台杉と磨丸太」 大日本山林会同和45年
( 6 ) 岩水豊 「磨丸太のすべて』 大日本山林会田和50年
( 7 ) 岩井吉弥 「京都北山の育林生産構造」 林業経事 No337 昭和51年
(8 ) 日下部大曲 「白杉北山丸太培義法」 明拍32年
( 9 ) 京都府山林会 「京都府山林誌」 明治42年
(10) 農商務省山林局 r地方山村林業経憤調査書』 大正13年
(11 ) 農商務省山林局 r木材の工芸的利用」 明治45年
(12) 京都府山林会 「竹と台杉」 大正15年
(13) 帝国森林会 「本邦代表的優良林業第2輯」 大正13年
(14) 全国森林組合連合会、林業金融調査会
「林業金融基礎調査報告書IV 京都府上京区北山中川町」 昭和30年
(15) 佐藤弥太郎 「スギの研究」 葺賢堂昭和25年
(16 ) 学芸書林 「京都の歴史3 近世の胎動」
(17) 林野庁 「森林の公益的機能増進基礎報告書J 淀川流域編
昭和57年
(18 ) 京都府 「地域林政推進調査報告書一京北地域一』 昭和54年
(19 ) 京都府商工会連合会 「京北町磨丸太産地の現識と課題』 田和54年
(20 ) 京北町商工会 r豊かで活力ある21世紀をめざして
京北町地域ピヲョン報告書」 昭和58年
(21) 本吉瑠璃夫 「先進林業地帯の史的研究」 玉川大学出版部
昭和田年
139 
(22) JI r山国スギに関する研究 I • I J 
京都府立大学農学部慣習林報告 No12・13 昭和44年
(23) 村尾行ー 「育林の生産構造」 林野弘揖会昭和44年
(24) 林業発達史調査会 r林業発達史資料印号・
明治16年山林共進会報告」 昭和31年
(25) 同志社人文科学研究所 「林業村落の史的研究」 ミネルヴァ害房
昭和42年
(26) 岡光夫 「村落産業の史的構造」 新生社昭和42年
(27) 京北町 「京北町詰』 昭和50年
(28) 北桑田郡 「京都府北桑田郡誌』 大正12年
(29) 京都大学林業問題研究会 「林業地帯」
(30) 森正三郎 「吉野林業全書」 明治31年
(31) 東吉野村教育委員会 「東吉野村郷土詰」 昭和47年
(32) 東吉野村商工会 「東吉野村の林業」 昭和47年












(39) 村尾行ー 「東埠桧物語」 都市文化社昭和58年
( 40) 森田学 「林業における産地形成と森林組合の役割」
農林金融昭和51年11月
140 
(41) 堺正紘 「製材産地の構造と林業地帯」 林業経軒 No401
昭和51年11月
(42 ) 林進 「戦後型の産地構造」 林業経軒 No403 昭和57年 5月
(43) IJ r銘柄材産地形成の理論」 林業経掛 No398 昭和田年12月
( 44) 黒団連夫・堺正紘 「スギ材産地の進路』 日本林業技術協会
昭和田年
(45) 川田勲 r外材支配体制下における国産材産地市場の再編過程に聞す
る研究」 高知大学農学部紀要 38号 昭和56年
(46 ) 小峰睦雄 「握興林業地域と地方木材消費地市場の統合と再編J
静岡県林業会議所 昭和田年
( 41) 松本謹蔵 r産地成熟化の課題」 林業基金 No32 昭和52年
(48) 吉田忠 「長業経蛍学序論対象と方法」 同文館昭和52年
(49) 金択夏樹 「農業経営学講義」 蓋賢堂 昭和58年
(50 ) 岩片碓雄 「農業経蛍通論J J 岡和40年
( 51) 岩田龍子 「日本的経営の再編原理」 文真堂 昭和54年
(52) 北尾春道 「茶室の材料と措法」 彰国社 昭和48年
(53) r新建築昭和住宅史」 新建築社 昭和51年11月
( 54) 浦島勇 「今日の数寄屋造り」 井上新書 田和45年
(55) 西山知三 「住居論」 動草書房 昭和43年
(56 ) 倉沢博 「林業基本誌の理解」 日本林業調査会 昭和40年
(57) J r日本林業の生産構造」
(58) 宇野弘草 「林業経営と林業労働」 農林統計協会 昭和29年
(59 )，半田良一 「林業経営」 地球出版 昭和47年
( 60) 1 「林業経営と林業構造』 林業経務 No224 昭和42年
(61) J r日本の林業問題J ミネルヴァ書房 田和54年
( 62) 鈴木尚夫 「林業経許論序説」 東大出販会 昭和46年
(63) 有木純善 「林業地帯の形成過程」 日本林業技術協会 昭和49年
(64) 岡村明達 「木材産業と読通再編」 日本林業調査会 問和51年
(65 ) 赤井英夫 「新日本林業論』 日本林業調査会 昭和59年
(66) 藤田佳久 「現代日本の森林木材費車問題」 較文社 昭和59年
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